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▲ トゲソの会は結成から 23 年目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

坂田家は 2011 年１月に国登録有形文化財となりました。それから約 10 年間、さまざまなイベント

をしてきました。「瞽女歌」「津軽三味線」「コーラス」「お琴と尺八」の演奏会。「書画の見学と講演

会」「生物多様性の講演会」「フリーマーケット」などです。 

このたび、（一財）新潟ろうきん福祉財団さんの助成を受け法人化を進めてきました。正式には

2020 年２月６日に一般社団法人「国登録有形文化財坂田家を保存する会」として認可されました。 

そこで、この度法人加入のお願いチラシ、法人のリーフレツトを作成いたしました。将来の願いは

「持続可能な地域拠点」の整備です。チラシとリーフレットを同封したしますので、ご覧願います。 

また、坂田家保存する会員（会費 2,000 円・入会金 1,000 円）を募集しているので、ご興味のある

方はお知らせ願います。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年９月 

ＮＰＯ法人 

五泉トゲソの会 
 

６月～９月 通算7８号 

■９月はまだまだ総合学習の支援が続

きます。※見学や支援者募集しています 

 

 
 

 

今後の活動予定 

 

9/4-川東小⑤ 
9/7-東小④ 
9/8-村松小滝谷川 
9/15-村松小⑤ 
9/17-南小みなみの泉
トゲソの生息数調査 

■９月１６日(日) 9時15分～10時15分 

坂田家:あたご会さん20人訪問予定 

■９月２４日(木)～２５日（金）2日間 

 

      

▲上：坂田家正面。登録文化財認定証 下：猿和田郵便局風景印  

五泉小学校6年生が 

修学旅行で 

坂田家訪問予定 

「ふるきよきもの探訪」 

 

 

 

▲ 坂田家リーフレット 
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◆ トゲソの会では毎年市内小学校６校で４年生に総合

学習の支援をしています。今年は大蒲原小学校の支援

が増えて、７校となりました。 

まず５月２１日の五泉小学校を皮切りに７月１０日の東

小学校で 19 回の学校支援を行いました。  

総合学習は新型コロナ感染の拡大を受け、感染防

止をして実施となりました。マスク、手洗いはもちろん、

体温を測り確認後、授業に入りました。 

２クラスがある学校は 1 クラスごとに実施し、同じ日に

２回の授業となりました。本来ですと２回目はバスでトゲ

ソ生息地へ行くのですが、密になるのでバスが使えず現

地学習は中止となりました。 

代わりにトゲソ持参して見てもらいました。水の循環

やＣＯＤ調べ、そして浄化実験をしました。大蒲原小学

校は２回にわたり、「能代川」で生き物調べを手伝いまし

た。２学期は、まだ４校で６回ほど支援が残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

◆ 五泉市村松地区にある日本ＣＭＫ㈱蒲原工場さんは自 

動車の様々なコントロール基盤を作っている会社です。 

このたび、アロニア製品の販売を通してトゲソの活動募金 

に取り組んでいただきました。 

これは昨年の「移動トゲソ募金箱」の 2 回目として取り組 

んでいただいたものです。日本ＣＭＫ(株)さんは、村松の工場 

従業員が 500 人ほどいる一部上場の大きな会社さんです。 

 ６月は環境月間です、その期間にあわせてトゲソの保全に役 

立てようと市内の（株）サンファーム泉さんのアロニア製品（ア 

ロニアジャム・アロニアうめぼし・アロニアジュース）を販売して 

その売り上げから手数料分を寄付としていただいたものです。１ヶ月間で、９，３８６円のカンパをい

ただきました。ありがとうございました。 

このようにトゲソを守る活動が、企業のＣＳＲ活動を通して広がってくれること願っております。  

２、日本ＣＭＫさんより環境月間で 9,386 円の募金、感謝。（６月１０日）  

 

 1、今年の総合学習支援。1 学期に 19 回の支援を行う。（５月～７月）  

  

▲ 能代川調査(大蒲原小 6/15)   

 

 

▲ トゲソの授業(五泉小 6/3)   

 

学校名 学習した日 回数 

五泉愛宕小学校 5/26・6/2・6/16  終了 ３回 

五泉小学校 6/3・6/17・7/1 終了 ３回 

五泉川東小学校 5/29・6/12・6/26 ３回 

五泉東小学校 6/1・6/23・7/10太田川 ３回 

五泉村松小学校 6/8・6/22 ２回 

五泉南小学校 5/28・6/11・6/25 ３回 

五泉大蒲原小 6/15・6/19  終了 ２回 

計（７校） 5月21日～7月10日 19回 

（※2クラスの学校は1クラスごとに同日に2回支援しました） 

 

▲太田川生き物調べ(東小 7/10)   

 

▲日本ＣＭＫさん食堂で募金活動   
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トゲソが生息している水路の江浚い作業が猿和田地区で行われました。この活動は2004年から

続いており1６回目となりました。会では、会員の高齢化で独自で江ざらいが作業が困難となりまし

た。 そこで地元の中学校や高校生、専門学校の学生に呼びかけて生息地の清掃をしています。 

今回は新津高校、日本環境自然専門学校の学生さんなどが支援に来てくださいました。 

本当に遠い所からご支援ありがとうございました。 

  当日は、集合時間前にバケツをひっくり返したような豪雨 

となり作業が危ぶまれました。 

幸い、その後奇跡的に小雨まじりの曇り空となり、何とか 

作業を実施できました。 

  当日はコロナで外遊びがままならぬ子共向けに、同時に

親子生き物調べを実施しました。 

児童は一時コロナを忘れて生き物調べで楽しんでくれた 

ようです。 

当日は、トゲソを初めとしてメダカ、ドジョウ、ホトケドジョ

ウ・アブラハヤなどを確認することができました。 

中でも珍しかったのは、コオイムシ（左図）が、その名の

とおり卵を背中にしょって見つかったことです。コオイムシ

はメスがオスの背中に卵を産み付け、オスが孵化するま

で卵を背負い生活する水星昆虫として有名です。この水

路は、オオタニシ、ホトケドジョウなど希少種がまだ生息し

ています。 

地道な活動で、これらトゲソの生息地を今後も保全して

いきたいものです。参加された皆様、ご苦労さまでした。 

 

 

７月 17 日、午後から新潟県県会議員３名の方が坂田家 

のトゲソの会を訪問してくださいました。 

 これは地元の小島義徳県議が案内してくれたものです。 

３議員は小島議員の他、上越選出の秋山三枝子議員、長 

岡三島郡選出の安沢峰子議員でした。 

 秋山議員とは前にＮＰＯ活動でお世話になっていました。 

皆さんにトゲソを用意して見ていただきました。また、ＮＰ 

Ｏ活動の中から考えてきた新潟県との協働について話させ 

ていただきました。 

市や県は市民公共を担っているＮＰＯや市民活動団体を 

支援していくことが、これから何よりも大事となります。 

なぜなら、自治体にとって、将来人口減となって限界が見 

えた時、代わりに「公」を担う市民がいるという事になりま 

す。だから、今から市民との協働を進めていくことが、自治 

体の未来の豊かさに違いと差となって表れるからです。 

説明には五泉市職員からも出席していただきました。市 

は、ぜひ市民活動との協働を検討願いたいものです。 

 

 ３、雨の中、猿和田江ざらいと生き物調べを実施する。（７月１２日）  

 

▲ 上：水路の清掃活動中  

下：珍しいコオイムシ 

 ４、県会議員さん三人がトゲソの会を訪問 （７月１７日）   
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◆ 夏休みに合わせて新潟市南区の小林みどり会主 

催の「水路の生き物調査」が開かれました。 

今年は地域の小学校児童2年～4年生の20人が参 

加してくれました。農業用水路で約1時間、魚を中心と 

した生物調査を実施し、その後捕れた生き物解説をし 

ました。魚類ではコイ、ギンブナ、タイリクバラタナゴ、 

オイカワ、モツゴ、タモロコ、ニゴイ、ギギ、キタノメダカ、 

コクチバスなど10種の魚類が確認されました。 

新たに確認された魚としてはギギがいました。ギギ 

は国内移入種です。コクチバスは外来種で、こんな水

路にも入りこんでいたことが驚きでした。子どもたちにとっては、めったに入ったことのない水路で多

くの学びができたのでないかと思います。 

 

予定されていた 8 月 2 日の「早出川「親子魚探検隊」は、昨 

年に続き豪雨による増水で、中止となってしまいまた。 

再実施となった 8 月 10 日（日）は、ようやく開催できました。 

この川生き物調べは生物多様性保全ネットワーク新潟さんと 

共催して実施しています。 

 今年は、コロナ拡大でカヌー遊びは中止となりました。午前中は 

生き物探しで、箱メガネなどでヌマチチブなどを捕り、それと捕った 

生き物の解説がありました。 

 本来は北海道にしかいないはずのフクドジョウが早出川で増え 

ています。 アユ、ウグイの他にカジカ、ヨシノボリ、ヤゴ、ヌカエビ 

類、ヘビトンボなどが捕れました。前々日の出水で上流より流れて 

きた生物がありました。手伝っていただいた、日本自然環境専門学校、新潟市水族館などの皆さ

んありがとうございました。 

 

 

                                             

★６月末に「とばしっこ清水」の湧水小屋に設置していたトゲソの募金箱を開けてみました。 

本当は募金箱に「イタズラでもされなければいいがなぁ～」と思っていました。２月に設置した 

ので、どうか？と確かめのため開けたところ、8,091 円の寄付が入っておりびっくりしました。 

本当に人の善意を感じました。 寄付された皆様に、お礼の張り紙を貼らせてもらいました。              

 ■ 特定非営利活動法人 五泉トゲソの会  理事長 中村吉則 

       自宅 956-0862    新潟市秋葉区新町2丁目8-10-1  

       電話・FAX 0250-22-0271  メール：togeso@beige.plala.or.jp  

事務所 住所 959-1643 五泉市土堀295  ※スタッフは月・金午後より在宅予定。  

           電話・FAX 0250-47-4440  メール togeso@jewel.ocn.ne.jp 

 ■ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.geocities.jp/gosentogeso/index.htm 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ https://www.facebook.com/togeso   

     

 

◆とばしっこ清水募金箱に８,０９１円の寄付。感謝します。 

 ５、南区小林みどり会さんの生き物調査を支援 （８月５日）   

 

▲ 捕れた生き物の解説 

 ６、早出川「夏休み親子魚探検隊 2020」を実施（８月１０日） 

 

http://www.geocities.jp/gosentogeso/index.htm

